
(57)【要約】
【課題】従来品のシイタケよりも多くのエリタデニンを含むシイタケを、格別な装置を用
いることなく、安定的にかつ安価に供給することができる、エリタデニン高含有シイタケ
の栽培方法および該栽培方法で得られたエリタデニン含量の高いシイタケを提供する。
【解決手段】収穫直後のシイタケを、湿度が７０％～９０％、特に温度２５～３５℃の条
件で、乳酸菌の存在下、高湿環境下に２～４日間保存処理して、通常のシイタケの含有量
よりも３～６倍量のエリタデニン含量のシイタケとする。高含量のものでは５５０ｍｇ以
上のエリタデニンを含有する。
【選択図】　　　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
乾 燥 重 量 １ ０ ０ ｇ 当 り 、 エ リ タ デ ニ ン を ５ ５ ０ ｍ ｇ 以 上 含 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 高 エ リ タ デ ニ ン 含 有 シ イ タ ケ 子 実 体 。
【 請 求 項 ２ 】
乾 燥 重 量 １ ０ ０ ｇ 当 り 、 エ リ タ デ ニ ン を ５ ５ ０ ｍ ｇ 以 上 含 有 し 、 か つ 乳 酸 菌 を 併 有 す る こ
と
を 特 徴 と す る 高 エ リ タ デ ニ ン 含 有 シ イ タ ケ 子 実 体 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 乳 酸 菌 は 、
通 性 嫌 気 性 菌 グ ル ー プ に 属 す る 中 温 性 の 乳 酸 菌 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 高 エ リ タ デ ニ ン 含 有 シ イ タ ケ 子 実 体 。
【 請 求 項 ４ 】
生 シ イ タ ケ を 高 湿 環 境 下 に 保 存 処 理 す る こ と
を 特 徴 と す る 高 エ リ タ デ ニ ン 含 有 シ イ タ ケ 子 実 体 の 生 産 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 高 湿 環 境 は 、
生 シ イ タ ケ 中 の 水 分 の 蒸 発 を 防 止 で き る 環 境 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 高 エ リ タ デ ニ ン 含 有 シ イ タ ケ 子 実 体 の 生 産 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 高 湿 環 境 は 、
そ の 湿 度 が ７ ０ ％ ～ ９ ０ ％ で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 の 高 エ リ タ デ ニ ン 含 有 シ イ タ ケ 子 実 体 の 生 産 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 高 湿 環 境 は 、
そ の 温 度 が 、 温 度 ２ ５ ℃ ～ ３ ５ ℃ で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 高 エ リ タ デ ニ ン 含 有 シ イ タ ケ 子 実 体 の 生 産
方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 保 存 処 理 は 、
そ の 日 数 が ２ ～ ４ 日 間 に 亘 る も の で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の 高 エ リ タ デ ニ ン 含 有 シ イ タ ケ 子 実 体 の 生 産
方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 生 シ イ タ ケ は 、
収 穫 直 後 ～ 収 穫 後 ２ 日 以 内 の も の で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 高 エ リ タ デ ニ ン 含 有 シ イ タ ケ 子 実 体 の 生 産
方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 保 存 処 理 は 、
生 シ イ タ ケ に 乳 酸 菌 を 噴 霧 し た 後 に 行 な わ れ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ～ ９ の い ず れ か に 記 載 の 高 エ リ タ デ ニ ン 含 有 シ イ タ ケ 子 実 体 の 生 産
方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 乳 酸 菌 の 噴 霧 は 、
生 シ イ タ ケ の 含 水 量 を １ ０ 質 量 ％ 前 後 減 少 さ せ る 予 備 乾 燥 を 施 し た 後 に 行 な わ れ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 高 エ リ タ デ ニ ン 含 有 シ イ タ ケ 子 実 体 の 生 産 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 乳 酸 菌 は 、
通 性 嫌 気 性 菌 グ ル ー プ に 属 す る 中 温 性 の 乳 酸 菌 で あ る こ と
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を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 又 は １ １ に 記 載 の 高 エ リ タ デ ニ ン 含 有 シ イ タ ケ 子 実 体 の 生 産 方 法
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 エ リ タ デ ニ ン 含 量 の 多 い シ イ タ ケ 子 実 体 お よ び そ の 生 産 方 法 に 関 す る も の で
、 シ イ タ ケ 栽 培 技 術 に 属 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
シ イ タ ケ は 、 和 風 料 理 や 中 華 料 理 の 具 な ど に 用 い ら れ る 一 般 食 品 材 料 と し て 、 さ ら に は ダ
シ と し て 古 く か ら 幅 広 く 利 用 さ れ 、 し か も ビ タ ミ ン Ｄ ２ 、 食 物 繊 維 、 β ‐ グ ル カ ン な ど を
多 く 含 む こ と か ら 健 康 食 品 と し て も 重 用 さ れ て い る が 、 こ の シ イ タ ケ に は 、 血 清 コ レ ス テ
ロ ー ル を 低 下 さ せ る エ リ タ デ ニ ン が 含 ま れ 、 エ リ タ デ ニ ン は シ イ タ ケ 固 有 の 有 効 成 分 と さ
れ て い る も の で 、 シ イ タ ケ を 摂 取 す る こ と に よ り 、 血 清 コ レ ス テ ロ ー ル の 低 下 も 期 待 さ れ
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し な が ら 、 こ の シ イ タ ケ に は 、 前 記 ビ タ ミ ン Ｄ ２ な ら び に 食 物 繊 維 は 充 分 含 ま れ て い
る が 、 エ リ タ デ ニ ン の 含 有 量 は 少 な く 、 例 え ば 、 通 常 、 乾 シ イ タ ケ は 、 春 、 秋 に 自 然 発 生
し た シ イ タ ケ を 乾 燥 し て 生 産 さ れ て い る が 、 エ リ タ デ ニ ン 含 量 は ５ ０ ～ ９ ０ ｍ ｇ ／ １ ０ ０
ｇ と 低 い も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
し た が っ て 、 コ レ ス テ ロ ー ル 低 下 作 用 を 期 待 す る に は 、 １ 日 当 り 生 シ イ タ ケ を 毎 日 ９ ０ ｇ
（ 乾 物 重 量 で ９ ｇ ） と い う 多 量 の シ イ タ ケ を 摂 取 す る 必 要 が あ る と さ れ て い る （ Ｓ ｕ ｚ ｕ
ｋ ｉ 　 Ｓ ． ， 　 Ｏ ｈ ｓ ｈ ｉ ｍ ａ 　 Ｓ ． ， 　 Ｍ ｕ ｓ ｈ ｒ ｏ ｏ ｍ 　 Ｓ ｃ ｉ ｅ ｎ ｃ ｅ 　 Ｉ Ｘ 　 （
Ｐ ａ ｒ ｔ 　 Ｉ ） 　 Ｐ ｒ ｏ ｃ ｅ ｅ ｄ ｉ ｎ ｇ ｓ 　 ｏ ｆ 　 ｔ ｈ ｅ 　 Ｎ ｉ ｎ ｔ ｈ 　 Ｉ ｎ ｔ ｅ ｒ ｎ ａ
ｔ ｉ ｏ ｎ ａ ｌ 　 Ｓ ｃ ｉ ｅ ｎ ｔ ｉ ｆ ｉ ｃ 　 Ｃ ｏ ｎ ｇ ｒ ｅ ｓ ｓ 　 ｏ ｎ 　 ｔ ｈ ｅ 　 Ｃ ｕ ｌ ｔ ｉ ｖ
ａ ｔ ｉ ｏ ｎ 　 ｏ ｆ 　 Ｅ ｄ ｉ ｂ ｌ ｅ 　 Ｆ ｕ ｎ ｇ ｉ ， 　 Ｔ ｏ ｋ ｙ ｏ ， 　 １ ９ ７ ４ ， ４ ６ ３ － ４
６ ７ ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ の た め 、 発 明 者 は エ リ タ デ ニ ン 含 量 の 高 い シ イ タ ケ 品 種 の 開 発 と 、 そ の 性 質 を 充 分 に 発
揮 す る た め の 栽 培 法 に つ い て 検 討 を 行 い 、 新 し い シ イ タ ケ 品 種 と 、 エ リ タ デ ニ ン 含 量 の 高
い シ イ タ ケ の 生 産 方 法 に つ い て 先 に 一 つ の 提 案 を 行 っ た （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ２ ０ ０ ２ － ２ ３ ８ ３ ５ ０ 号 公 報 （ 特 許 請 求 の 範 囲 ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
先 の 提 案 に お い て 、 シ イ タ ケ が 含 有 す る エ リ タ デ ニ ン の 量 は 、 そ の 品 種 や 菌 株 な ど の 遺 伝
的 要 因 に よ っ て 当 然 異 な る が 、 栽 培 環 境 、 特 に 子 実 体 生 育 段 階 の 温 度 に よ っ て も 大 き く 影
響 を 受 け 、 高 温 （ 温 度 ２ ５ ℃ 以 上 、 温 度 ３ ５ ℃ 以 下 ） で 生 育 し た シ イ タ ケ は 、 エ リ タ デ ニ
ン 含 量 が 高 く な る こ と を 示 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ こ で 、 さ ら に 検 討 を 進 め た と こ ろ 、 発 明 者 は 、 収 穫 後 の 生 シ イ タ ケ を 高 湿 環 境 下 、 特 に
高 温 下 と い う 条 件 が 加 わ っ た 環 境 、 換 言 す る と 、 生 シ イ タ ケ 中 の 水 分 を 揮 散 さ せ ず に 適 度
な 温 度 に 加 温 す る と い う 条 件 下 で 、 保 存 、 維 持 、 貯 蔵 す る （ そ れ ら を 一 括 し て 、 こ の 発 明
で は 保 存 と 表 記 す る 。 ） と 、 シ イ タ ケ 中 の エ リ タ デ ニ ン が 増 え る こ と 、 す な わ ち 先 の 提 案
で 得 ら れ た エ リ タ デ ニ ン 含 量 が ５ ０ ０ ｍ ｇ の シ イ タ ケ よ り も 含 有 量 の 多 い シ イ タ ケ 、 含 有
量 が ５ ０ ０ ｍ ｇ 以 上 、 さ ら に は ８ ０ ０ ｍ ｇ 以 上 、 ９ ０ ０ ｍ ｇ 以 上 含 有 す る シ イ タ ケ が 得 ら
れ る こ と を 見 出 し て 、 こ の 発 明 を 完 成 し た の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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さ ら に 、 発 明 者 は 、 高 湿 環 境 下 、 特 に 高 温 下 と い う 条 件 が 加 わ っ た 環 境 で 、 生 シ イ タ ケ を
保 存 す る と 、 シ イ タ ケ 中 の エ リ タ デ ニ ン が 増 え る が 、 時 間 の 経 過 と と も に 生 シ イ タ ケ に 細
菌 類 な ど 微 生 物 も 繁 殖 し て 、 生 シ イ タ ケ の 鮮 度 を 低 下 さ せ る こ と が あ る が 、 そ の よ う な 事
態 は 、 生 シ イ タ ケ へ の 乳 酸 菌 の 添 加 に よ り 防 止 で き る こ と を 見 出 し て 、 こ の 発 明 を 完 成 し
た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、
乾 燥 重 量 １ ０ ０ ｇ 当 り エ リ タ デ ニ ン を ５ ５ ０ ｍ ｇ 以 上 含 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 高 エ リ タ デ ニ ン 含 有 シ イ タ ケ 子 実 体 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 こ の 発 明 の 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、
乾 燥 重 量 １ ０ ０ ｇ 当 り エ リ タ デ ニ ン を ５ ５ ０ ｍ ｇ 以 上 含 有 し 、 か つ 乳 酸 菌 を 併 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 高 エ リ タ デ ニ ン 含 有 シ イ タ ケ 子 実 体 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 こ の 発 明 の 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、
請 求 項 ２ に 記 載 の 高 エ リ タ デ ニ ン 含 有 シ イ タ ケ 子 実 体 に お い て 、
前 記 乳 酸 菌 は 、
通 性 嫌 気 性 菌 グ ル ー プ に 属 す る 中 温 性 の 乳 酸 菌 で あ る こ と
を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
さ ら に 、 こ の 発 明 の 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、
生 シ イ タ ケ を 高 湿 環 境 下 に 保 存 処 理 す る こ と
を 特 徴 と す る 高 エ リ タ デ ニ ン 含 有 シ イ タ ケ 子 実 体 の 生 産 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 こ の 発 明 の 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、
請 求 項 ４ に 記 載 の 高 エ リ タ デ ニ ン 含 有 シ イ タ ケ 子 実 体 の 生 産 方 法 に お い て 、
前 記 高 湿 環 境 は 、
生 シ イ タ ケ 中 の 水 分 の 蒸 発 を 防 止 で き る 環 境 で あ る こ と
を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 こ の 発 明 の 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、
請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 の 高 エ リ タ デ ニ ン 含 有 シ イ タ ケ 子 実 体 の 生 産 方 法 に お い て 、
前 記 高 湿 環 境 は 、
そ の 湿 度 が ７ ０ ％ ～ ９ ０ ％ で あ る こ と
を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 こ の 発 明 の 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、
請 求 項 ４ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 高 エ リ タ デ ニ ン 含 有 シ イ タ ケ 子 実 体 の 生 産 方 法 に お い て
、
高 湿 環 境 は 、
そ の 温 度 が 、 温 度 ２ ５ ℃ ～ ３ ５ ℃ で あ る こ と
を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 こ の 発 明 の 請 求 項 ８ に 記 載 の 発 明 は 、
請 求 項 ４ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の 高 エ リ タ デ ニ ン 含 有 シ イ タ ケ 子 実 体 の 生 産 方 法 に お い て
、
保 存 処 理 は 、
日 数 が ２ ～ ４ 日 間 に 亘 る も の で あ る こ と
を 特 徴 と す る も の で あ る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 こ の 発 明 の 請 求 項 ９ に 記 載 の 発 明 は 、
請 求 項 ４ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 高 エ リ タ デ ニ ン 含 有 シ イ タ ケ 子 実 体 の 生 産 方 法 に お い て
、
前 記 生 シ イ タ ケ は 、
収 穫 直 後 ～ 収 穫 後 ２ 日 以 内 の も の で あ る こ と
を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 こ の 発 明 の 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 発 明 は 、
請 求 項 ４ ～ ９ 記 載 の い ず れ か に 記 載 の 高 エ リ タ デ ニ ン 含 有 シ イ タ ケ 子 実 体 の 生 産 方 法 に お
い て 、
前 記 保 存 処 理 は 、
生 シ イ タ ケ に 乳 酸 菌 を 噴 霧 し た 後 に 行 な わ れ る こ と
を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 こ の 発 明 の 請 求 項 １ １ に 記 載 の 発 明 は 、
請 求 項 １ ０ に 記 載 の 高 エ リ タ デ ニ ン 含 有 シ イ タ ケ 子 実 体 の 生 産 方 法 に お い て 、
前 記 乳 酸 菌 の 噴 霧 は 、
生 シ イ タ ケ の 含 水 量 を １ ０ 質 量 ％ 前 後 減 少 さ せ る 予 備 乾 燥 を 施 し た 後 に 行 な わ れ る こ と
を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
さ ら に ま た 、 こ の 発 明 の 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 発 明 は 、
請 求 項 １ ０ 又 は １ １ に 記 載 の 高 エ リ タ デ ニ ン 含 有 シ イ タ ケ 子 実 体 の 生 産 方 法 に お い て 、
前 記 乳 酸 菌 は 、
通 性 嫌 気 性 菌 グ ル ー プ に 属 す る 中 温 性 の 乳 酸 菌 で あ る こ と
を 特 徴 と す る で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
こ の 発 明 は 、 収 穫 し た 生 シ イ タ ケ を 、 高 湿 環 境 下 に 保 存 処 理 、 言 い 換 え れ ば 高 湿 環 境 下 に
生 シ イ タ ケ を 曝 露 し て お く と 、 生 シ イ タ ケ 中 の エ リ タ デ ニ ン が 増 加 す る こ と を 見 出 し て な
さ れ た も の で 、 高 湿 環 境 と し て は 湿 度 ７ ０ ～ ９ ０ ％ の 環 境 が 用 い ら れ る 。 ま た 、 生 シ イ タ
ケ と し て は 収 穫 直 後 、 す な わ ち 収 穫 後 ５ ～ ６ 時 間 以 内 の 生 シ イ タ ケ を 用 い る と 、 こ の 発 明
の 効 果 が よ り 良 く 奏 さ れ る も の で あ る が 、 収 穫 後 ２ 日 以 内 の も の で あ れ ば 、 こ の 発 明 に 適
用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
さ ら に 、 生 シ イ タ ケ を 高 湿 環 境 下 に 保 存 処 理 し て 、 エ リ タ デ ニ ン の 含 量 を 増 加 さ せ る 際 に
、 温 度 の 影 響 も 多 く 、 温 度 ２ ５ ℃ ～ ３ ５ ℃ 下 で 行 な う と 、 よ り 多 く の エ リ タ デ ニ ン が 生 成
し 、 高 エ リ タ デ ニ ン 含 有 シ イ タ ケ を 得 る 方 法 と し て 好 ま し い 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
高 湿 環 境 下 に 生 シ イ タ ケ を 保 存 し て 、 高 エ リ タ デ ニ ン 含 有 シ イ タ ケ を 得 る 際 の 保 存 処 理 期
間 と し て は 、 ２ 日 間 ～ ４ 日 間 が 好 ま し く 、 保 存 処 理 期 間 が ２ 日 未 満 で は エ リ タ デ ニ ン の 増
量 が 少 な く 、 ４ 日 を 超 え て か ら は 時 間 を か け る 割 に は 格 別 顕 著 に 増 加 し な い う え 、 生 シ イ
タ ケ の 新 鮮 度 を 失 う こ と に な る の で 避 け る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
高 湿 環 境 下 、 特 に 高 温 下 と い う 条 件 が 加 わ っ た 環 境 で 、 生 シ イ タ ケ の 保 存 処 理 を 行 う と 、
シ イ タ ケ 中 の エ リ タ デ ニ ン も 増 え る が 、 時 間 の 経 過 と と も に 生 シ イ タ ケ に 付 着 又 は 外 部 か
ら 進 入 し て き た 細 菌 類 な ど の 微 生 物 も 繁 殖 し て 、 生 シ イ タ ケ の 鮮 度 を 低 下 さ せ 、 さ ら に は
有 害 菌 に よ る 腐 敗 の 惧 れ も あ り 、 そ れ ら に よ り シ イ タ ケ の 商 品 価 値 が 低 下 す る こ と が あ る
の で 、 こ の 発 明 の 高 湿 環 境 下 の 生 シ イ タ ケ 保 存 処 理 は 、 乳 酸 菌 の 存 在 下 に 行 う こ と が 好 ま
し い 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の 乳 酸 菌 は 、 醸 造 食 品 、 漬 物 類 、 ヨ ー グ ル ト な ど 乳 製 品 の 製 造 に 用 い ら れ る も の で 、 食
品 の 風 味 、 保 存 性 を 高 め る と と も に 、 乳 酸 菌 自 体 は 人 間 の 健 康 維 持 に も 重 要 な 役 割 を 果 し
て い る も の で 、 乳 酸 菌 の 食 品 で あ る 生 シ イ タ ケ へ の 使 用 に は 問 題 が な く 、 雑 菌 の 繁 殖 を 抑
え る 効 果 が あ る た め 、 こ の 発 明 に お い て は 、 乳 酸 菌 を 併 用 し 、 前 記 問 題 点 の 発 生 を 抑 え る
の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
多 種 多 様 の 乳 酸 菌 の な か で も 、 シ イ タ ケ の エ リ タ デ ニ ン 増 加 に 悪 影 響 を 及 ぼ す こ と な く 、
な お か つ シ イ タ ケ の 高 湿 環 境 下 の シ イ タ ケ 保 存 処 理 に お け る 雑 菌 発 生 に 効 果 あ る も の と し
て 、 好 ま し い も の は 通 性 嫌 気 性 菌 グ ル ー プ に 属 す る 中 温 性 の 乳 酸 菌 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の 発 明 に 用 い ら れ る 乳 酸 菌 と し て は 、 例 え ば 、 ラ ク ト バ チ ル ス 　 カ セ イ （ Ｌ ａ ｃ ｔ ｏ ｂ
ａ ｃ ｉ ｌ ｌ ｕ ｓ 　 ｃ ａ ｓ ｅ ｉ ） 、 ラ ク ト バ チ ル ス 　 プ ラ ン タ ラ ム （ Ｌ ａ ｃ ｔ ｏ ｂ ａ ｃ ｉ ｌ
ｌ ｕ ｓ 　 ｐ ｌ ａ ｎ ｔ ａ ｒ ｕ ｍ ） 、 　 ビ フ ド バ ク テ リ ウ ム 　 ビ フ ィ ダ ム （ Ｂ ｉ ｆ ｉ ｄ ｏ ｂ ａ
ｃ ｔ ｅ ｒ ｉ ｕ ｍ 　 ｂ ｉ ｆ ｉ ｄ ｕ ｍ ） 、 ス ト レ プ ト コ ッ カ ス 　 フ ェ ー カ リ ス （ Ｓ ｔ ｒ ｅ ｐ ｔ
ｏ ｃ ｏ ｃ ｃ ｕ ｓ 　 ｆ ａ ｅ ｃ ａ ｌ ｉ ｓ ） 、 ラ ク ト バ チ ル ス 　 ア シ ド フ ィ ル ス （ Ｌ ａ ｃ ｔ ｏ ｂ
ａ ｃ ｉ ｌ ｌ ｕ ｓ 　 ａ ｃ ｉ ｄ ｏ ｐ ｈ ｉ ｌ ｕ ｓ ） 、 有 胞 子 性 乳 酸 菌 の バ チ ル ス 　 コ ア グ ラ ン ス
（ Ｂ ａ ｃ ｉ ｌ ｌ ｕ ｓ 　 ｃ ｏ ａ ｇ ｕ ｌ ａ ｎ ｓ ） な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ れ ら の 乳 酸 菌 は 、 収 穫 後 の 生 シ イ タ ケ 、 好 ま し く は 予 備 乾 燥 、 例 え ば 温 度 ２ ５ ～ ３ ５ ℃
で １ ～ ２ 時 間 加 温 乾 燥 し て 、 含 有 水 分 を １ ０ 質 量 ％ 程 度 低 下 さ せ た 生 シ イ タ ケ に 乳 酸 菌 を
含 有 さ せ た 液 状 体 で 噴 霧 添 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 実 施 例 を 掲 げ て こ の 発 明 を さ ら に 具 体 的 に 説 明 す る が 、 こ の 発 明 の 範 囲 は こ の 例 示
に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
な お 、 実 施 例 中 の エ リ タ デ ニ ン の 定 量 、 一 般 細 菌 数 、 乳 酸 菌 数 の 測 定 は 、 以 下 の 手 順 で 行
っ た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
＜ エ リ タ デ ニ ン の 定 量 ＞
２ ０ ０ ｍ ｇ の シ イ タ ケ 乾 燥 粉 末 に 対 し て 、 ４ ｍ ｌ の ５ ％ 過 塩 素 酸 を 加 え て 抽 出 し 、 遠 心 分
離 で 抽 出 液 を 回 収 し 、 得 た 抽 出 液 を Ｋ Ｏ Ｈ で 中 和 し た の ち 、 活 性 炭 カ ラ ム に 添 加 し 、 蒸 留
水 で 洗 浄 後 、 １ ． ４ ％ ア ン モ ニ ア 含 有 ５ ０ ％ エ タ ノ ー ル で エ リ タ デ ニ ン 画 分 を 溶 出 し た 。
溶 出 液 は 遠 心 濃 縮 で 乾 固 し た の ち 、 一 定 量 の 高 速 液 体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー （ 以 下 Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ
） 用 の 溶 出 液 に 溶 解 し た 。
Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ の カ ラ ム は 、 Ｄ ｅ ｖ ｅ ｌ ｏ ｓ ｉ ｌ 　 Ｒ Ｐ Ａ Ｑ Ｕ Ｅ Ｏ Ｕ Ｓ 　 ４ ． ５ × ２ ５ ０ ｍ ｍ を
用 い 、 ５ ｍ Ｍ 臭 化 テ ト ラ － ｎ － ブ チ ル ア ン モ ニ ウ ム 、 ２ ０ 　 ｍ Ｍ リ ン 酸 水 素 二 カ リ ウ ム 含
有 １ ． ５ ％ ア セ ト ニ ト リ ル で 流 速 １ ｍ ｌ ／ 分 で 溶 出 し 、 ２ ６ ０ ｎ ｍ 検 出 し た 。
エ リ タ デ ニ ン 標 準 品 で 作 製 し た 検 量 線 に 基 づ い て エ リ タ デ ニ ン 含 量 を 定 量 し 、 乾 物 重 量 １
０ ０ ｇ 当 り で 表 し た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
＜ 一 般 細 菌 数 、 乳 酸 菌 数 の 測 定 ＞
一 般 生 菌 数 お よ び 大 腸 菌 群 は 、 食 品 衛 生 法 に 基 づ い て そ れ ぞ れ 標 準 寒 天 培 地 、 デ ス オ キ シ
コ ー レ イ ト 寒 天 培 地 を 用 い て 、 好 気 的 な 条 件 で 発 育 し た 集 落 数 を 計 測 し た 。
す な わ ち 、 試 料 原 液 を 必 要 に 応 じ て 希 釈 し 、 標 準 寒 天 培 地 （ 栄 研 ） 又 は デ ス オ キ シ コ ー レ
イ ト 寒 天 培 地 （ 栄 研 ） を 加 え て 混 合 し て 温 度 ３ ７ ℃ 、 ２ ４ 時 間 培 養 後 の 集 落 数 を 測 定 し た
。
ま た 、 乳 酸 菌 の 測 定 に は 、 改 変 Ｇ Ｙ Ｐ 培 地 （ 小 玉 健 太 郎 、 内 藤 　 敦 　 Ｎ ｉ ｐ ｐ ｏ ｎ 　 Ｎ ｏ
ｕ ｇ ｅ ｉ ｋ ａ ｇ ａ ｋ ｕ 　 Ｋ ａ ｉ ｓ ｈ ｉ 　 Ｖ ｏ ｌ ． ５ ８ ， Ｎ ｏ ． １ １ ， ｐ ｐ ． １ １ ２ ７ ～ １
１ ２ ９ ， １ ９ ８ ４ ） を 用 い 、 温 度 ３ ７ ℃ 、 ３ ６ 時 間 培 養 し て 集 落 数 を 測 定 し た 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
実 施 例 １
収 穫 直 後 の 生 シ イ タ ケ を ５ 等 分 に 分 割 し 、 そ れ ぞ れ を 温 度 １ ０ 、 ２ ８ 、 ３ ０ 、 ３ ５ 、 ４ ０
℃ に 設 定 し た 恒 温 恒 湿 器 （ 湿 度 ８ ０ ～ ９ ０ ％ ） に 入 れ て ４ 日 間 保 存 し た 。
保 存 開 始 か ら ２ 日 目 、 ４ 日 目 に 取 り 出 し て 、 シ イ タ ケ の 傘 部 分 の エ リ タ デ ニ ン 含 量 （ ｍ ｇ
／ １ ０ ０ ｇ 乾 物 量 ） を 測 定 し た 。
そ の 結 果 を 表 １ に 示 す 。 な お 、 表 中 、 括 弧 内 の 数 値 は 、 収 穫 直 後 の エ リ タ デ ニ ン 含 量 を １
と し た 時 の 倍 率 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
表 １ か ら 明 ら か な よ う に 、 温 度 １ ０ ℃ 保 存 で は 含 量 の 増 加 は 僅 か で あ っ た が 、 高 温 で の 増
加 率 は 大 き く 、 最 適 温 度 は 温 度 ３ ０ ℃ 付 近 に あ り 、 ２ 日 目 で エ リ タ デ ニ ン 含 量 は ４ ３ ５ ｍ
ｇ ／ １ ０ ０ ｇ で 、 初 発 含 量 の 約 ３ 倍 、 ４ 日 目 で ８ ７ ３ ｍ ｇ ／ １ ０ ０ ｇ で 約 ６ 倍 に 達 し た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ６ 】
実 施 例 ２
収 穫 直 後 の 生 シ イ タ ケ に 、 発 酵 食 品 製 造 に 用 い ら れ る 乳 酸 菌 （ ビ オ フ ェ ル ミ ン 製 薬 ： ビ オ
フ ェ ル ミ ン Ｓ 細 粒 、 ビ フ ィ ズ ス 菌 、 フ ェ ー カ リ ス 菌 、 ア シ ド フ ィ ル ス 菌 ） を ３ × １ ０ ６ 個
／ ｍ ｌ 含 む ０ ． ０ ５ ％ ク エ ン 酸 水 溶 液 を 噴 霧 接 種 し て 、 温 度 ３ ０ ℃ 、 湿 度 ８ ０ ～ ９ ０ ％ に
設 定 し た 恒 温 恒 湿 器 に 入 れ て ４ ８ 時 間 保 存 し た 。
ま た 、 比 較 対 照 と し て 、 乳 酸 菌 を 含 ま な い 蒸 留 水 を 噴 霧 し て 同 様 に 温 度 ３ ０ ℃ に 保 存 し た
。
保 存 開 始 か ら ２ ４ 時 間 、 ４ ８ 時 間 後 に 取 り 出 し て 、 生 シ イ タ ケ １ ｇ 当 り の 一 般 生 菌 数 、 乳
酸 菌 数 を 測 定 し た 。 そ の 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
表 ２ か ら 明 ら か な よ う に 、 乳 酸 菌 を 接 種 し て い な い 無 処 理 区 の ２ ４ 時 間 後 の 一 般 細 菌 数 は
、 生 シ イ タ ケ １ ｇ 当 り １ ． ７ × １ ０ ７ 、 ４ ８ 時 間 後 に は ６ ． ７ × １ ０ ８ で 、 一 般 細 菌 は 増
殖 し た 。
し か し 、 乳 酸 菌 を 接 種 し て 高 温 処 理 し た シ イ タ ケ で は 、 乳 酸 菌 は 増 殖 し て も 、 一 般 生 菌 数
の 増 加 は 微 小 で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 シ イ タ ケ の 傘 部 分 の エ リ タ デ ニ ン 含 量 を 測 定 し た 結 果 を 表 ３ に 示 す 。
な お 、 表 中 、 括 弧 内 の 数 値 は 、 収 穫 直 後 の エ リ タ デ ニ ン 含 量 を １ と し た 時 の 倍 率 で あ る 。
表 ３ か ら 明 ら か な よ う に 、 乳 酸 菌 の 接 種 に 関 係 な く エ リ タ デ ニ ン 含 量 は 増 加 し 、 ２ ４ 時 間
後 で 初 発 含 量 の ２ ． ４ ～ ２ ． ６ 倍 、 ４ ８ 時 間 後 に は ３ ． ５ ～ ３ ． ８ 倍 に 達 し 、 そ の 量 は ８
６ ３ ～ ９ ８ ９ ｍ ｇ ／ １ ０ ０ ｇ で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ １ 】
実 施 例 ３
自 然 発 生 し た シ イ タ ケ を 、 そ の 重 量 が １ ０ ％ 減 少 す る ま で 予 備 乾 燥 し た 後 、 食 品 用 有 胞 子
性 乳 酸 菌 製 剤 （ 三 共 ： ラ ク リ ス － Ｓ 　 バ チ ル ス 　 コ ア グ ラ ン ス （ Ｂ ａ ｃ ｉ ｌ ｌ ｕ ｓ 　 ｃ ｏ
ａ ｇ ｕ ｌ ａ ｎ ｓ ） ） の １ ％ 懸 濁 液 （ ５ × １ ０ ７ 個 ／ ｍ ｌ ） に ５ 分 間 浸 漬 し た 。
浸 漬 後 は 、 温 度 ３ ０ ℃ 、 湿 度 ７ ０ ～ ８ ０ ％ の 条 件 で ２ 日 間 処 理 し 、 エ リ タ デ ニ ン 含 量 の 増
強 を 図 っ た 後 、 通 常 の シ イ タ ケ 乾 燥 機 で シ イ タ ケ を 乾 燥 し た （ 温 度 ６ ０ ℃ で ２ ４ 時 間 ） 。
な お 、 乳 酸 菌 製 剤 は 、 温 度 ７ ０ ℃ で ３ ０ 分 の 熱 処 理 で 発 芽 促 進 さ せ た 後 に 使 用 し た 。
乾 燥 し た シ イ タ ケ の 処 理 前 と 処 理 後 の エ リ タ デ ニ ン 含 量 （ ｍ ｇ ／ １ ０ ０ ｇ 乾 燥 重 量 ） 、 一
般 生 菌 数 （ 個 ／ １ ｇ 乾 燥 重 量 ） 、 大 腸 菌 群 （ 個 ／ １ ｇ 乾 燥 重 量 ） 、 乳 酸 菌 数 （ 個 ／ １ ｇ 乾
燥 重 量 ） を 測 定 し た 結 果 を 、 表 ４ に 示 し た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
表 ４ に 示 す よ う に 、 通 常 の シ イ タ ケ よ り も エ リ タ デ ニ ン 含 有 量 は 高 く 、 乳 酸 菌 も 多 く 含 ま
れ て い る こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の 発 明 に よ れ ば 、 シ イ タ ケ の 品 種 や そ の 栽 培 履 歴 な ど に 関 係 な く 、 シ イ タ ケ 中 の エ リ タ
デ ニ ン 含 量 を ３ ～ ６ 倍 に 、 格 別 な 費 用 を 掛 け る こ と な く 増 強 す る こ と が で き 、 乳 酸 菌 を 併
用 す る こ と に よ っ て 、 コ レ ス テ ロ ー ル 低 下 だ け で な く 、 免 疫 機 能 の 向 上 、 整 腸 作 用 な ど 優
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れ た 機 能 が 付 与 さ れ た シ イ タ ケ 、 特 に 乾 シ イ タ ケ を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ま た 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 栽 培 し た も の で も 自 然 に 発 生 し た シ イ タ ケ で も 、 収 穫 直 後 で あ
れ ば 、 特 別 に 栽 培 施 設 を 用 い る こ と な く エ リ タ デ ニ ン 含 量 を 強 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
特 に 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 乾 燥 重 量 １ ０ ０ ｇ 当 り エ リ タ デ ニ ン を ５ ５ ０ ｍ ｇ 以 上 、 多 い 場
合 は ８ ０ ０ ｍ ｇ 以 上 、 更 に は ９ ０ ０ ｍ ｇ 以 上 も の 量 で 含 有 す る 高 エ リ タ デ ニ ン 含 有 シ イ タ
ケ が 得 ら れ る の で 、 こ の 発 明 で 得 ら れ た シ イ タ ケ は 、 一 般 食 品 と し て だ け で な く 、 健 康 食
品 と し て 、 従 来 に も 増 し て 、 重 用 さ れ る も の で あ る 。
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